
















































子音の発音は母音をつけて読む。「B, C, D, G, J, P, T, V, W, Y」は「e」をつけて
「Be, De, Ge, Je, Pe, Te, Ve, We, Ye」と読む。「F, L, M, N, R, S, X」は「ef, el, em,
en, er, es, eks」と読む。「H, K, 」は「Ha, Ka」と読む。「X, Z」は「Eks, Zet」と読む。
文字 発音 文字 発音 文字 発音 文字 発音
A A H Ha O O V Ve
B Be I I P Pe W We
C Ce J Je Q Ki X Eks
D De K Ka R R Y Ye
E E L El S Es Z Zet
F Ef M Em T Te





あ い う え お
子音
か き く け こ
さ し す せ そ
た ち つ て と
な に ぬ ね の
は ひ ふ へ ほ
ま み む め も
や ゆ よ











が ぎ ぐ げ ご
ざ じ ず ぜ ぞ
だ づ で ど
ば び ぶ べ ぼ






A I u E O
子音
Ka Ki ku Ke Ko
Sa Shi su Se So
Ta Chi tsu Te To
Na Ni nu Ne No
Ha Hi fu He Ho
Ma Mi mu Me Mo
Ya yu Yo













Ga Gi gu Ge Go
Za Ji zu Ze Zo
Da Ji dzu De Do
Ba Bi bu Be Bo
Pa Pi pu Pe Po
gya Gyu Gyo
ja Ju Jo
Bya Byu Byo
Pya Pyu Pyo
仮名の読み方は以上のように読むことができる。子供が平仮名の発音を習うときにも
このように習う。
平仮名の特徴
上記の表はインドネシア語と日本語の清音子音と母音を分類し、それに従い平仮名文
字を縦横の表に並べたものである。伝統的には縦書き文の要領で、縦に母音の変化、横
に子音の変化を表す。横一例は母音がそろっており、これらをあ段、い段、う段、え段、
お段といい、縦一行は子音がそろっており、これらをあ行、か行、さ行、た行、な、は
行、ま行、や行、ら行、わ行という。また五十音図には通常「ん」は含まれない。
日本語では単純母音が五つしかないこと、子音それぞれと組み合わせがほぼ完全対応
であることが、平仮名理解する手段として、五十音をわかりやすく手軽なものにしてい
る。
平仮名の数量は多いが、文字を 46 だけ覚えると、残りの文字ができる。か行、さ行、
た行、は行濁点を付けることが行、ざ行、だ行、ば行になる。因みにこれらは半濁点を
付けると、ぱ行になる。
「子供広場ヤッチャル」の生徒達が平仮名の発音を習うときも上記の方法で覚えて、
勉強する。発音練習の後は書き勉強を始める。
  




